
開催まであと２カ月

人と人、人とまちをつなぐ広報紙

撮影地：冲原神社にある陸軍飛行隊兵舎の門柱撮影地：冲原神社にある陸軍飛行隊兵舎の門柱

特集
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　八日市飛行場は、大正３年に荻田常三郎が沖野ケ原で
飛行したことをきっかけに日本初の民間飛行場として開
設されました。その後、旧日本陸軍の飛行場になりました。
　大正14年には、出兵する兵士が戦地に向かう前に参
拝されたとされる衛

えいじゅ

戍神社（昭和２年に冲原神社に改称）
が建立、昭和５年に新八日市駅から飛行場駅までの湖
南鉄道が開業、昭和14年に長谷野の爆撃演習場が建設、
昭和16年に陸軍病院が設置されるなど、軍都としての
歴史があります。

八日市飛行場と冲原神社

今も残る

鳥居の奥に飛行機が見える当時の冲原神社

布引掩体群４号掩体（柴原南町）

痕跡

布
ぬのびきえんたいぐん

引掩体群
　掩体とは、戦争末期の昭和19年から終戦までに全国で
建設された飛行機や物資を守るための軍事用格納庫です。
　布引丘陵の裾部には、約1.8キロメートルの範囲に飛
行機用の掩体17基、小型の掩体３基以上、土塁状の遺
構１基、誘導路などが見つかっています。
　飛行機用の掩体は、建設に関わった人の証言では、鉄
筋コンクリート造ドーム型、木造アーチ梁ドーム型、木
造格納庫型、屋根なし開放型の４種類の掩体があったと
されます。現存する鉄筋コンクリート造ドーム型の掩体
の大きさは、最大幅約36メートル、奥行約22メートル
で、内部にはコンクリートを打設する際に盛られたと考
えられる土が残っています。
　現在、全国におよそ130基の飛行機用の掩体が知られ
ており、近畿では大阪府八尾市内１基と本市にのみ残っ
ています。

現在の冲原神社

421

421

170

八日市IC

名神
高速
道路

愛知川

13

布引掩体群

421

冲原神社
八日市飛行場の範囲

※私有地のため、許可なく立ち入ることはできません。

戦
後
戦
後
8080
年
を
迎
え
て

年
を
迎
え
て

戦
後
80
年
を
迎
え
て

へへ

未
来
未
来
未
来

を
つ
な
ぐ

を
つ
な
ぐ

を
つ
な
ぐ

想
い
想
い
想
い

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
第
二
次
世
界
大

戦
が
終
結
し
ま
し
た
。
未
曽
有
の
惨
禍
を

も
た
ら
し
た
こ
の
戦
争
か
ら
早
く
も
80
年

の
歳
月
が
流
れ
、
私
た
ち
は
今
の
平
和
な

時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
も
多
く
の
若
者
が
戦
地
に
駆

り
出
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人
が
戦
地
で
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
に
は
八

日
市
飛
行
場
や
軍
需
工
場
が
あ
り
、
そ
こ

を
め
が
け
て
グ
ラ
マ
ン
（
艦
載
機
）
が
来

襲
し
、
幼
い
子
ど
も
を
含
む
市
民
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
改
め
て
認
識
し
、
未
来
へ
と
語
り
継

ぐ
た
め
に
、
今
も
残
る
数
々
の
戦
争
の
痕

跡
や
記
憶
に
触
れ
な
が
ら
、
改
め
て
平
和

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と

　
　
　
　

平
和
の
尊
さ

へ

特集

3　広報ひがしおうみ　2025.7.1
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　先の大戦において戦禍に倒れた戦没者に追悼
の誠を捧げ、戦争の教訓を風化させることなく、
平和の尊さを次世代に継承する戦没者追悼式を
開催します。式では、能登川中学校の生徒によ
る発表や、あかね児童合唱団による合唱、戦後
80年特別公演として舞楽の演奏を予定していま
す。ぜひ来場してください。

愛東コミュニティセンタ－

東近江市戦没者追悼式
８月２日㈯10：00～11：30
　　　　（９：40受付開始）

日時

場所

内容 献花、次世代発表、
戦後80年特別公演など

能登川中学校２年生（左から）
藤田和

わ こ

心さん、日根野結
ゆ な

菜さん、田附奏
かな

さん

　滋賀県遺族会では、今後を担う若い世代に呼びかけ
て若者が戦争の歴史に直接触れ、戦争の悲惨さと平和
の尊さを深く認識することを目的に次世代戦跡訪問研
修事業を実施しています。

平和を語り継ぐ

　

終
戦
か
ら
80
年
を

迎
え
、
こ
の
長
い
歳

月
の
経
過
と
と
も

に
、
戦
争
が
も
た
ら

し
た
悲
惨
な
記
憶
が

薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
世
界
で
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
の
脅
威
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
、
緊
迫
化
す
る
中
東
情
勢

な
ど
、
現
在
も
幼
い
子
ど
も
を
含
む
多
く

の
人
の
命
が
犠
牲
に
な
り
、
人
々
の
平
穏

な
日
々
は
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
先
の
大
戦
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
教

訓
や
平
和
の
尊
さ
を
未
来
を
担
う
世
代
へ

と
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で

す
。

　

こ
の
夏
、
実
際
に
戦
跡
に
触
れ
、
今
一

度
先
人
た
ち
の
歩
み
に
思
い
を
馳
せ
て
、

次
の
世
代
に
す
ば
ら
し
い
未
来
を
残
し
て

い
け
る
よ
う
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

福
祉
政
策
課

福
祉
政
策
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
０
９
４
５

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
０
９
４
５

０
７
４
８
‐

０
７
４
８
‐
2424
‐
５
６
９
３

‐
５
６
９
３

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
０
１
１

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
０
１
１

０
５
０

０
５
０
‐‐
５
８
０
１
‐
５
８
１
６

５
８
０
１
‐
５
８
１
６

未
来
を
担
う
世
代
に

　

継
承
し
て
い
く
た
め
に

　

私
の
父
は
戦
地
か
ら
手
紙
を
く
れ
ま

し
た
。
郷
里
を
思
い
、
い
つ
も
家
族
や

農
業
の
心
配
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
父
は
宮
古
島
（
沖
縄
県
）
か
ら
昭

和
20
年
12
月
に
復
員
し
ま
し
た
が
、「
グ

ラ
マ
ン
が
奇
襲
す
る
。
恐
ろ
し
い
」
と

言
い
な
が
ら
母
・
祖
母
の
看
病
も
む
な

し
く
、
４
カ
月
足
ら
ず
で
父
は
亡
く
な

り
ま
し
た
。
戦
時
中
に
父
が
遺
し
た

手
記
や
手
紙
な
ど
は
今
も
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
す
。
同
級
生
の
兄
弟
と
父
の

死
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

亡くなった同級生の兄弟の名が
刻まれた石谷町の殉国碑

▲手紙
◀戦時中父が遺した手記

久田さんから後世へ一言

今も石谷町地先の県道側の壁に
は機銃弾の跡が残っている

「大地を、人を、焼き尽くした先の大戦は大きな悲しみと
　怒りを生み出し、痛ましい記憶は今も胸に焼き付いて離れない」

　戦争を知らない国民が９割といわれており、遺族会の会員は
減少し存続が難しくなってきています。今年は昭和100年、戦
後80年の節目の年を迎えます。日本の平和と繁栄は尊い命を
捧げられた先人のおかげということを絶対に忘れてはいけませ
ん。先人が築き上げてきたものや地域・人とのつながりを大切
にし、これからの人生にはしんどいこともたくさん起こるだろ
うけれど、根

こん

よう（根気よく）乗り越えてほしいと思います。

戦争を語る語る
「あの日のことは今も忘れることはできない。「あの日のことは今も忘れることはできない。
　亡くなられた多くの人々の無念の思いを語り継いでいきたい」　亡くなられた多くの人々の無念の思いを語り継いでいきたい」
「あの日のことは今も忘れることはできない。
　亡くなられた多くの人々の無念の思いを語り継いでいきたい」

　戦争末期となった昭和20年７月25日には、本市の上空にもアメリカ軍が来襲し、空中戦が繰り
広げられ、市民を不安と恐怖に陥れました。
　東近江市遺族会の副会長として活動している久田政男さん（87歳・市原野町）は、父親が戦争に出
征されていた戦争遺児の一人です。取材に際して当時の出来事や思いについて、いくつもの資料を並
べながら語ってくれました。研修事業に参加して感じたこと

　次世代戦跡訪問では、鹿児島県の知
ち ら ん

覧特攻平和会館
や通信基地の跡、長崎県の平和公園などに行きまし
た。もともと教科書の中でしか戦争を知らなかったけ
れど、実際の戦跡に触れ、当時の状況を想像すること
で、「戦争は繰り返してはいけない」と強く思うよう
になりました。
　自分たちの後の世代にも、実際に戦跡に触れて「戦
争は怖いな」と感じてほしいし、多くの人に触れても
らうためにも残していくべきだと思いました。たくさ
んの人の犠牲があったから今の平和があるということ
をいろんな人に伝えていきたいです。

戦後80年を迎えて、未来へ想いをつなぐ特集　戦後80年を迎えて、未来へ想いをつなぐ

　

昭
和
20
年
７
月
30
日
、
戦
争
が
終
わ

る
２
週
間
前
の
悲
し
い
出
来
事
は
、80

年
た
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
の
地
域
ま
で
空
襲
を
受
け
、
米

軍
の
グ
ラ
マ
ン
（
艦
載
機
）
が
飛
来
し
、

機
銃
掃
射
（
※
）
を
受
け
ま
し
た
。
私

の
同
級
生
で
仲
の
良
か
っ
た
兄
弟
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
帰
り
に
、
グ
ラ
マ
ン
の

奇
襲
を
受
け
両
親
の
目
の
前
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　

機
銃
掃
射
の
バ
リ
バ
リ
バ
リ
っ
と
い

う
も
の
す
ご
い
音
が
し
て
、
自
分
も
い

つ
グ
ラ
マ
ン
の
奇
襲
を
受
け
る
か
と
思

う
と
恐
ろ
し
か
っ
た
で
す
。

※�

機
銃
掃
射
と
は
、
機
関
銃
の
銃
口
を
動
か

し
、
敵
を
な
ぎ
払
う
よ
う
に
射
撃
す
る
こ

と
。



フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

　

子
ど
も
た
ち
に
田
ん
ぼ
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
蒲

生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

東
近
江
市
商
工
会
青
年
部
蒲
生

支
部
が
主
催
で
「
お
や
こ
で
ど

ろ
り
ん
ぴ
っ
く
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
の
張
ら
れ
た
田

ん
ぼ
の
中
で
大
人
も
子
ど
も
も

泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
、
か
け
っ

こ
や
そ
り
引
き
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
し
た
平
松
瑞
希

さ
ん
（
石
塔
町
）
は
、「
初
め

て
泥
の
中
に
入
っ
て
走
っ
た
の

で
楽
し
か
っ
た
」
と
声
を
弾
ま

せ
ま
し
た
。

水
田
を
駆
け
抜
け
ろ
！

水
田
を
駆
け
抜
け
ろ
！

お
や
こ
で
ど
ろ
り
ん
ぴ
っ
く かいとさん（左）、せいやさん

悠久の丘あかね古墳公園で
お会いしました。

5 
3

5 
24

　

８
月
に
行
わ
れ
る
「
や
ま

の
子
キ
ャ
ン
プ
」
に
向
け
て

２
０
２
５
東
近
江
や
ま
の
子

キ
ャ
ン
プ
青
年
リ
ー
ダ
ー
体
験

＆
交
流
会
が
河
辺
い
き
も
の
の

森
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

や
ま
の
子
キ
ャ
ン
プ
は
、
市

内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

「
協
調
性
・
自
立
（
自
律
）
性
・

創
造
性
」
を
育
む
キ
ャ
ン
プ
で

す
。
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
そ
の
青
年
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
を
考
え
て
い
る
人

を
対
象
に
体
験
＆
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
プ
ー
ン
作
り
や

昼
食
作
り
、
森
探
検
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
昼
食
作
り
で
は
、

薪
を
割
っ
た
り
、
た
き
火
台
で

火
を
つ
け
た
り
と
慣
れ
な
い
こ

と
を
互
い
に
教
え
合
い
な
が

ら
、
パ
エ
リ
ア
や
釜
め
し
な
ど

を
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
キ
ャ
ン
プ
好
き
の

谷
口
滉
輝
さ
ん
（
妙
法
寺
町
）

は
、「
キ
ャ
ン
プ
本
番
に
、
子

ど
も
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
活
動

を
す
る
の
か
を
知
る
良
い
機
会

に
な
る
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
食
事
を

し
た
り
し
て
分
か
ら
な
い
部
分

を
教
え
合
う
こ
と
で
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
東
近
江
や
ま
の
子
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

青
年
リ
ー
ダ
ー
体
験
＆
交
流
会

5
17・18
森
・
里
・
川
・
湖
の
魅
力
を
体
感
！

び
わ
湖　

東
近
江　

Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ　

２
０
２
５

　

湖
か
ら
里
、
そ
し
て
山
頂
ま

で
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
自
転
車
、
登

山
で
市
内
を
巡
り
、
心
と
体
で

自
然
の
尊
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ

Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ　

２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
、
県

内
外
か
ら
東
近
江
大
会
過
去
最

大
の
２
５
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

初
日
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
る
琵
琶
湖

水
系
の
生
き
物
を
題
材
に
食
文

化
を
切
り
口
と
し
て
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
講
演
が
行
わ
れ
、

翌
日
に
は
早
朝
か
ら
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
能
登
川
水
車

と
カ
ヌ
ー
ラ
ン
ド
」
を
カ
ヤ
ッ

ク
な
ど
で
ス
タ
ー
ト
し
、
の
ど

か
な
田
園
沿
い
、
太
郎
坊
宮
の

山
沿
い
を
経
由
し
な
が
ら
、
雪

野
山
山
頂
に
あ
る
国
指
定
史
跡

雪
野
山
古
墳
を
目
指
す
コ
ー
ス

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
個
人
で
参

加
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
友
人

や
家
族
と
一
緒
に
参
加
す
る
人

も
多
く
、
仲
間
と
一
緒
に
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
参
加
し
た
大
竹
健

太
さ
ん
は
、「
東
近
江
大
会
の

特
徴
は
史
跡
や
水
田
が
多
い
と

こ
ろ
で
す
。
町
中
を
通
っ
た
際

に
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
声
援
が

も
ら
え
て
励
み
に
な
り
ま
し

た
」
と
充
実
し
た
表
情
で
話
し

て
い
ま
し
た
。
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地
域
担
当
職
員
制
度
は
、
市
職
員
が
地

域
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域

の
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
へ
の
対
応

や
、
未
来
に
つ
な
げ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
令
和
7
年

４
月
１
日
時
点
で
86
人
の
市
職
員
が
地
域

担
当
職
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
と
３
月
に
開
催
さ
れ
た

「A
ito Ichigo Festival

」
で
は
、
地
域

担
当
職
員
が
愛
東
地
区
の
い
ち
ご
農
家
と

ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
つ
な
い
で
い

ち
ご
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
販
売
の
イ
ベ
ン

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
市
内
は
も
と
よ
り

県
外
か
ら
の
来
訪
者
に
向
け
「
あ
い
と
う

い
ち
ご
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く
発
信

し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
12
月
に
開
催
さ

れ
る
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ベ
ル
in
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
飾
り
つ
け
設
置
や
撤
去
作
業
の
際
に
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
な
っ
て

地
域
担
当
職
員
も
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

まちづくり協議会って何 ?

　地域の暮らしを守るため地域で暮らす人々が中
心となって、地域課題の解決に向けた取組や地区
の特性をいかした活動を持続的に行う地域自治組
織です。まちづくりに欠かせない団体であり、行
政の重要なパートナーです。市内14地区すべて
のまちづくり協議会が各地区にあるコミュニティ
センターを拠点として活動しています。

共
に
築
く
市
民
協
働
の
ま
ち
へ

こ
ん
な
と
こ
ろ
で

　

地
域
担
当
職
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す

地
域
担
当
職
員
の
役
割

　

地
域
担
当
職
員
は
、
地
域
と
行
政
の
橋

渡
し
（
情
報
伝
達
）
や
地
域
内
の
活
動
団

体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地

域
と
共
に
考
え
な
が
ら
活
動
を
支
え
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
内
14
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
地
域
担
当
職
員
が
関

わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

参
加
す
る
こ
と
で
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
て
い

ま
す
。
主
な
活

動
は
、
地
区
の

会
議
へ
の
参
加

や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
企
画
、
運

営
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま

す
。 地

域
担
当
職
員
制
度
と
は

　

地
域
担
当
職
員
は
、「
未
来
に
つ

な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

庁
舎
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
地
域
に

足
を
運
び
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
を

合
わ
せ
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
、
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
や
地
域
が
誇
る
魅
力
を
よ
り
一
層

理
解
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
担
当
職
員
に
と
っ
て

も
地
域
と
の
関
わ
り
は
学
び
の
場
で

あ
り
、
そ
の
経
験
が
職
員
の
成
長
や

視
野
の
広
が
り

に
つ
な
が
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ

ん
と
、
共
に
学
び

励
ま
し
合
う
仲
間

（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

と
し
て
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
２
３

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
６
０

地域担当職員地域担当職員
未来へつなげるまちづくりへ未来へつなげるまちづくりへ
pick
  up

　地域と行政をつなぎ、協働のまちづくりを推進する
地域担当職員。そんな地域担当職員の活動や地域との
関わりについて紹介します。

羽ばたけ !羽ばたけ !

Aito Ichigo Festival

五個荘地区担当　
溝江麻衣子さん（企画課）

　地域担当職員になったことで、まちづくり協議会の活動を通じて地域のことを知
り、いろいろな人との関わりが増えました。地域活動に貢献できるだけでなく、自
らの業務にも経験をいかすことができて良かったです。

五個荘地区まちづくり協議会
小杉勇会長

　情報誌「ＧＯ！まち協」では、情報収集から制作まで地域担当職員に携わっ
ていただいています。昨年、地域担当職員が企画立案したイベントは、地域で
話題となり、多くの人に楽しんでもらうことができました。

南部地区まちづくり協議会　
中江靖浩会長

　第３次まちづくり計画の策定委員会に地域担当職員も入り、一緒になって内
容を考えてくれました。まちづくり協議会が活動を進める上で必要な制度の確
認や窓口についてアドバイスをもらっています。

南部地区担当
垣見直希さん（こども政策課）

　まちづくり協議会の会議などに参加し、同協議会のスローガンである「誰もが笑顔で暮
らし　活力あふれるまち」が実現できるよう一緒に活動しています。今後も、地域の人と
一緒に課題に向き合い、住みよいまちになるよう、共に考え、支援していきたいと思います。

まちづくり協議会と地域担当職員の声

地域市 地
域
担
当
職
員

まちづくり協議会
自治会　など

地域と行政を
つなぐ

地域と行政を
つなぐ

共に考える共に考える

情報共有情報共有

連携など連携など
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　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

７月20日日【投票時間】７：00～20：00
※ 鈴鹿の里コミュニティセンター、箕川集会所および
君ヶ畑集会所は、７：00～19：00

満18歳以上（平成19年７月21日以前生まれ）
の人で、令和７年４月２日以前から引き続き本市
に住所があり、選挙人名簿に登録されている人

■投票できる人

各世帯に郵送する「投票所入場整理券」に記載
された場所で投票してください。

■投票所

投票日当日に仕事があるなどの理由で投票に
行けない人は、次のいずれの場所でも期日前投
票ができます。

期間・時間 期日前投票所

 ７月４日㈮
 　～19日㈯
  ８：30～20：00

市役所東庁舎、永源寺コミュ
ニティセンター、五個荘支所、
愛東支所、湖東支所、能登川
支所、蒲生支所

７月16日㈬
    ～18日㈮
  16：00～20：00 ショッピングプラザ アピア

４階研修室（八日市浜野町）
 ７月19日㈯
  10：00～19：00

■期日前投票

■無料送迎タクシー
　詳しくは投票所入場整理券に同封のお知らせ
をご覧ください。

参議院議員通常選挙

■18歳未満の子どもの入場
選挙人と一緒に入場することができます。子どもたち

が選挙を知る機会となり、一票の大切さを学ぶことにつ
ながります。ただし、子どもに投票用紙への記入をさ
せたり、投票箱に入れさせたりすることはできません。
■コミュニケーションボードと投票支援カードの設置
・コミュニケーションボード
選挙人からのよくある質問、依頼などをイラストでまと

めたものです。係員に口頭で伝えることが難しい場合な
どに、指差しでコミュニケーションをとることができます。
・投票支援カード
代筆や投票所の中の案内など支援が必要で係員に

口頭で伝えることが難しい人が、必要とする支援の内
容を紙に記入して係員に提示するためのものです。
※ 市ホームページからダウンロードして使用することも
できます。

老
後
の
生
活
を
支
え
る
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
国
民
の

義
務
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納

付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
付
を
「
免
除
」

ま
た
は「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
、
申
請

し
て
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
７
月
分
か
ら
令
和
８
年
６
月

分
ま
で
の
免
除
・
猶
予
申
請
は
、
本
年
７

月
か
ら
手
続
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

は
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
手
続
が
で
き
ま
す
。

■
納
付
免
除

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、一
部
を
免
除
（
４
分
の
１
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）
さ
れ
た
人

は
、
免
除
後
の
保
険
料
の
納
付
が
な
け
れ

ば
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

■
納
付
猶
予

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
は
、

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
学
生
は

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
猶
予
の
継
続
を

希
望
す
る
場
合
は
、
毎
年
４
月
以
降
に
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
を
す
る
と
申

請
結
果
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
、
明

る
く
楽
し
い
文
化
生
活
の
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
東
近
江
市
美
術
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
搬
入
日

10
月
３
日
㈮
、４
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
。）

■
会
期

第
１
期
（
日
本
画
、
彫
刻
彫ち

ょ
う
塑そ

、
書
）

10
月
11
日
㈯
〜
16
日
㈭

第
２
期
（
洋
画
、
美
術
工
芸
、
写
真
）

10
月
18
日
㈯
〜
23
日
㈭

※
10
月
14
日
㈫
、15
日
㈬
、20
日
㈪
は
休
館
日

八
日
市
文
化
芸
術
会
館

県
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て

い
る
人（
た
だ
し
、中
学
生
以
下
は
除
く
。）

作
品
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
高

校
生
は
無
料
）

市
役
所
・
各
支
所
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、各
図
書
館
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
募
集
要

項
を
確
認
の
上
、出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
７
２

０
７
４
８
‐
24
‐
１
３
７
５

第
21
回
東
近
江
市
美
術
展
覧
会

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

芸
術
の
秋
に
向
け
て

年金機構ホームページ

　６月市議会定例会で副市長の選
任について同意され、南川喜代和
氏（66歳・林田町）が再任され
ました。
　任期は、令和７年７月１日から
令和11年６月30日までの４年間
です。
人事課
050-5801-5601　 0748-24-0752

南
な み か わ  き  よ  か  ず

川喜代和氏が再任

本市の舵取りをサポート

保
険
年
金
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
３
１

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
６

ま
た
は
各
支
所　
　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
電
子
申
請
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

　
　

健
康
保
険
証
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
、
従
来
の

健
康
保
険
証
は
、
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
現
在
交
付
し
て
い
る
健
康
保
険
証
は
令

和
７
年
７
月
31
日
㈭
で
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
ま
た
は
「
資
格
確
認
書
」
を
郵
送
し
ま

す
。
医
療
機
関
・
薬
局
を
受
診
等
す
る
と
き

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
（
注
）
ま
た
は
資
格
確

認
書
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
A4
サ
イ
ズ
）

を
普
通
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

従
来
の
健
康
保
険
証
に
代
わ
る
カ
ー
ド
型

の
資
格
確
認
書
を
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

※
同
世
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
の
送
付
対
象
者
が

い
る
場
合
は
、
別
々
に
届
く
た
め
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
注
）マ
イ
ナ
保
険
証
：
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

保
険
年
金
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
３
１

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

健
康
保
険
証
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
移
行
し
ま
し

た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
マ
イ

ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
員
に

健
康
保
険
証
に
代
わ
る
「
資
格
確
認
書
」

を
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま

す
。
な
お
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
お
よ
び
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
は
廃
止
さ
れ
、
高
額
療
養
費
制

度
に
お
け
る
適
用
区
分

は
、「
資
格
確
認
書
」
に

併
記
さ
れ
ま
す
。

保
険
年
金
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
３
１

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
６

後
期
高
齢
者
医
療

   

保
険
料
決
定
通
知
書
を

      

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

  

令
和
7
年
度
の
保
険
料
は
、
令
和
6
年
中

の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

■
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
公
的

年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ
ま
す
。

■
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
３
２

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
６

選挙管理委員会事務局
050-5801-5600
0748-24-0752

市ホームページ

副市長に
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ
東近江市実行委員会（国スポ・障スポ総務課内）
050-5801-5690　 0748-24-5667
メール：kokusupo-somu@city.higashiomi.lg.jp

　　　協賛募集中！
詳しくは国スポ・障スポ特設サイトを確認してください。

Vol.21

国スポ・障スポ
特設サイト

小・中学生による活動紹介

　学校観戦
　学校ごとに競技会場で試合を
観戦し、スティックバルーンや
ハリセンを持ち、音と声援で選
手を応援します。 

花いっぱい運動手作り応援のぼり旗
　都道府県ごとの方言を使った応
援メッセージや地域の特産品を描
いたのぼり旗を会場に設置し、全
国から本市に来る人を迎えます。

プランターに選手への応援
メッセージを添え、子どもたち
が育てた花で競技会場を彩りま
す。 

定住移住のための住まいを応援 住宅課
050-5801-5652 0748-24-5578

住宅取得に関する補助金のお知らせ
令和７年４月１日以降に住宅を取得した場合、取得費の

一部を補助します。（現金または市が発行する地域商品券）
※ ①～③それぞれに補助対象要件があります。詳しくは住
宅課まで問い合わせてください。

（補助率10分の10/ 現金）
◆対象・条件
＊ 交付申請時に夫婦のいずれか
が市内に住民登録があること。
＊ 令和７年１月１日以降に婚姻届
が受理され、婚姻日時点の年
齢が夫婦ともに39歳以下であ
ること。
＊ 世帯所得が500万円未満であ
ること。

市民結婚新生活
支援事業③

29歳以下

30～39歳
上限60万円

上限30万円

（補助率５分の１/地域商品券）
◆対象・条件
＊ 令和７年１月１日時点で市外
に住民登録がある人
＊ 過去に市内に居住していた人
または父母もしくは祖父母が
市内に居住している人（義父
母・義祖父母も可）

Ｕターン者
住宅取得事業②

上限20万円
（補助率５分の１/ 地域商品券）
◆対象・条件
＊ 令和７年１月１日時点で市内
に住民登録があり、引き続き
市内に居住している40歳未
満の人
＊ 中学生以下の子どもと同居す
る人

市民子育て
住宅取得事業①

上限20万円
※ 夫婦のいずれか年齢の高い方による

熱中症に注意しよう

050-5801-5646 0748-24-1052

こまめに水分補給

　のどが渇く前
に水分補給する
ことが大切です。

涼しい場所で過ごそう

　扇風機やエアコ
ンで温度を調整し
ましょう。

熱中症の症状

めまい、立ちく
らみ、手足の
しびれ、こむ
ら返り、大量
の汗など

国スポ・障スポでは、市内の小・中学生に大会を盛り上げるため、さまざまな活動をしていただいています。

　会場を訪れた際には、小・中学生の作った応援のぼり旗やプランターをぜひご覧ください。

❷市民交流会参加者の募集
　姉妹都市のアメリカ・マーケット市から友好親善使節団を
迎えて市民交流会を開催します。お互いの文化・社会を理解
し合い、友情を深められるよう参加者を募集します。
７月29日㈫18：30～20：30　 クレフィール湖東（平柳町）
30人（申込み先着順）
5,000円（飲食代込み）、小学６年生までは2,000円
 ７月15日㈫まで

❶❷共通
応募方法は、市ホームページまた

は東近江国際交流協会ホームペー
ジを確認してください。
東近江国際交流協会

050-5802-9606 平日（10：00～16：00）
メール：hifa@e-omi.ne.jp

❶Fun English英語であそぼう！

市ホームページ

アメリカ・マーケット市友好親善使節団交流事業

■調査対象

■調査方法

令和７年国勢調査実施のお知らせ 企画課統計室
050-5801-3331 0748-24-1457

■調査期日
令和７年10月１日㈬現在で実施

日本国内に居住しているすべての人

　令和２年国勢調査では、滋賀県のインターネット

回答率は42.4パーセントと全国３位（全国平均：

37.9 パーセント）の高さを誇りました。今回の調査

では、滋賀県の目標を55パーセントとしています。

前回に引き続きインターネットからの回答にご協力

をお願いします。

インターネットによる回答をお願いします
国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかに

するため、統計法に基づき５年ごとに実施する重要
な統計調査です。
　調査結果は、公的機関はもちろんのこと、企業や
学術団体でも活用され、私たちの社会や暮らしを支
える重要な情報基盤になっています。少子高齢対策、
防災対策、生活環境の整備、地方交付税の配分、コ
ンビニなどの小売店舗の出店計画など、幅広い分野
で活用されています。

熱中症を予防しよう

　熱中症予防のため、公共施設
の一部をeオアシス（一時休憩所）
として開放します。
９月30日㈫まで（各施設の業
務時間内）
　詳しくは市ホームページを確
認してください。
健康推進課
050-5801-5646　 0748-24-1052

eオアシス（一時休憩所）を開放します

市ホームページ

国際交流協会
ホームページ調査員が９月中旬に各世帯に調査票を配布します。

インターネットで回答または調査票を返信用封筒で
郵送してください。

ンビニなどの小売店舗の出店計画など、幅広い分野

調査員が９月中旬に各世帯に調査票を配布します。

市ホームページ

　姉妹都市であるアメリカ・マーケット市からの友好親善使
節団（ビル・ブレージャー団長ほか６人）と一緒に、英語を
使って遊びながら、コミュニケーションの楽しさを体験して
みよう。
７月31日㈭9：30～10：30（受付は9：00）
八日市コミュニティセンター　  市内在住の小学生
25人（申込み先着順） 　  ７月２日㈬10：00から受付

健康推進課
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図図書書館館

050-5802-2291　 0749-45-3556

西堀榮三郎記念探検の殿堂

■ロボットサッカー体験会
７月20日㈰

①10：30～12：00、②13：30～15：00
能登川博物館
小学４年生～中学２年生
各回10人
７月13日㈰正午まで

に申込みフォームから
申し込んでください。
■ペットボトルロケット大会

８月３日㈰12：30～16：00
小学３年生～中学３年生
10人　 200円
７月27日㈰正午まで

に申込みフォームから
申し込んでください。

毎週月・火曜日

☎0748-48-4141　 0748-48-5475

観峰館

■ 夏季 企 画 展「 没後30
年 原田観峰の書法展」

９月15日㈷まで
大人1,000円、学生（高

校生以上）800円、中学
生以下無料　※各種割引有り

毎週月曜日

能登川博物館
050-5801-6761    0748-42-8098

■レンタルギャラリー
❶能面展（東近江市能面打ち同好会）
展示期間：７月24日㈭～８月10日㈰
※ ８月３日㈰、９日㈯13：00から17：00

までの間に能面打ちの実演をします。
❷アートスタジオ　カキミ展
展示期間：７月13日㈰まで　
■夏の夜の昆虫観察会

８月２日㈯19：30～21：00　 ５歳以上
20人（小学３年生以下は保護者同伴）
100円（保険代）
筆記用具、懐中電灯、虫取り網、

虫かご、虫よけ
７月３日㈭から９日㈬

までの間に能登川博物
館ホームページから申
し込んでください。
■スズムシ交流会
　飼育中のスズムシを交換
し、交流を深めます。

８月23日㈯13：30～15：30
５歳以上（スズムシを飼育している人）
20人（小学３年生以下は保護者同伴）
筆記用具、飼育中のスズムシ
７月24日㈭から30日㈬までの間に

能登川博物館ホームページから申し込
んでください。

 毎週月・火曜日、23日㈬

050-5802-9800　 0749-46-0350

滋賀県平和祈念館

■第37回企画展示「記憶の中の戦場・中国」
12月14日㈰まで

■映画上映会「スパイの妻」
７月27日㈰13：30（115分）
80人　 予約不要（先着順）

■平和教養講座「湖南省の人々の暮らし
と戦争の記憶～個人的経験を交えて～」
講師：劉

りゅう

丹
たん

さん（総合研究大学院大
学　博士後期課程）

７月19日㈯13：30～15：30
80人　 予約不要（先着順）

毎週月・火曜日（ただし、７月16
日㈬から８月24日㈰までは無休）

050-5802-3134　 0748-48-7105

中路融人記念館

■続・融人と山
　日本を代表する富士山や滋賀県
最高峰の伊吹山などを描いた中路融
人。寒さ厳しい冬山の姿を描いた作
品などを出展します。

８月３日㈰まで
大人300円、 小中学生150円

毎週月曜日（ただし、21日㈷は
開館）、22日㈫、23日㈬

050-5801-5011 0748-42-5816

埋蔵文化財センター

❶勾玉つくり
①８月１日㈮13：30～16：00

　②８月２日㈯13：30～16：00
各回20人　 400円

❷鏡の鋳造体験
８月２日㈯①10：00、②11：00
各回10人　 1,000円

❶❷共通
イベント開催日は火おこし
体験も開催しています。（自由参加）

小学生（小学３年生以下は保護者同伴）
汚れても良い服
７月14日㈪９：00

から電 話または埋
蔵 文化 財センター
ホームページから申
し込んでください。

毎週土・日曜日、21日㈷

050-5802-3134　 0748-48-7105

近江商人博物館

■猿
さ る お

尾　自然と生きる先人の知恵
　愛知川周辺に現存していた治水施
設・猿尾の痕跡を追った研究者たち
の挑戦と、多様な工法を組み合わせ
て水害の防災・減災に取り組んだ先
人の知恵を紹介します。

７月26日㈯～10月13日㈷
大人300円、小中学生150円

毎週月曜日（ただし、21日㈷は
開館）、22日㈫、23日㈬

■記号の説明・・・ ＝日時、 ＝場所、 ＝対象、 ＝定員、 ＝費用、 ＝持ち物、
　　　　　　　  ＝申込み、 ＝問合せ、 ＝IP電話、 ＝ファクス

７７月月のの 博物館・文化施設博物館・文化施設催しガイド催しガイド

　※費用の記載がないものは、無料です。

050-5801-7007
0748-42-8123能登川図書館

４日㈮、８月１日㈮10：30～11：00
毎週土曜日14：30～15：00

『スタンド・バイ・ミー』（洋画・字幕）
　 13日㈰14：00（85分）

 毎週月・火曜日、23日㈬

050-5801-8050
0748-27-8090永源寺図書館

10日㈭11：00～11：20
毎週土曜日11：00～11：30
『家族ゲーム』（邦画）

　 19日㈯14：00～15：50（106分）
夏のスペシャルおはなしかい

　 27日㈰14：00　 30人（申込み先着順）
毎週月・火曜日、23日㈬

050-5801-2300
0749-45-3343湖東図書館

８月６日㈬11：00～11：20
19日㈯、26日㈯10：30～11：00
12日㈯15：30～16：00
『サウンド・オブ・ミュージック』

（洋画・吹き替え）
　 12日㈯14：00～16：55（175分）

毎週火曜日、21日㈷、25日㈮

050-5801-2266愛東図書館

12日㈯10：30～10：50
５日㈯、19日㈯10：30～11：00
毎週月・火曜日、23日㈬

『天空を旅する星空図鑑』
エレナ・パーシヴァルディ／著
シカ・マッケンジー／訳　翔泳社
　望遠鏡がない時代、人々が宇
宙の秘密を解き明かそうと描い
た美しい星図とともに、星座や
天体にまつわるエピソードが散
りばめられています。何百年も
前に生きた人々が星空に寄せた
思いが伝わってきます。

各館の事業を記号で表しています。
：おひざでだっこのお話会

　　　絵本の読み語りなど
　　　（赤ちゃんと保護者向け）

：おはなし会
　　　絵本の読み語りなど

：おはなし会（かみしばい）
　　　ボランティアサークルによる
　　　かみしばいの読み語りなど

：映画会（大人向け）
：えいが会（子ども向け）
：企画や展示などの催し物

050-5802-8342
0748-55-5703蒲生図書館

19日㈯、26日㈯、８月２日㈯10：30
おうみのれん―ただいま、がもう―

　 26日㈯14：00～16：00
園田源二郎ちいさなてんらんかい

　 19日㈯～８月31日㈰
ハッチョウトンボをさがしに行こう

　 12日㈯10：30～12：00
　 10組（申込み先着順）

リボンカフェ相談室
　 18日㈮14：00～16：00

毎週月・火曜日、23日㈬

050-5801-1515
0748-24-1323八日市図書館

26日㈯、８月６日㈬11：00～11：20
毎週土曜日14：30～15：00
『おもしろ荘の子どもたち』（洋

画・吹替）
　 ６日㈰、９日㈬14：00（78分）

神
ご う と う た か

戸宇孝絵本原画展「かいつぶ
りもぐった！」
　 26日㈯～８月31日㈰

「つくろう！えがこう！かいつぶり」
　 26日㈯13：30～15：15
　 小・中学生　 15人（申込み先着順）

スペシャルおはなし会
　 23日㈬、30日㈬
　①11：00～11：30、②14：30～15：00

八日市図書館夏のスタンプラリー
　 17日㈭～９月14日㈰　 ３～12歳

毎週月曜日、22日㈫、25日㈮

050-5801-2030
0748-48-6445五個荘図書館

24日㈭10：30～10：50
５日㈯、12日㈯、19日㈯11：00～11：30
「もりのはっぱといきものぼうし

をつくろう」
　 20日㈰10：15～11：30
　 親子15組（申込み先着順）

夏休み特別企画「としょかんにも
りのいきものがやってきた！」
　 24日㈭～８月31日㈰

ひまわりさんの夏のおはなし大会
　 26日㈯10：15～11：15
　 親子15組（申込み先着順）

毎週月・火曜日、23日㈬

今月の今月の
いち押し
いち押し

能登川博物館
ホームページ

観峰館
ホームページ
夏季企画展

申込みフォーム

申込みフォーム

　世界の凧を通して、世界各地
の文化や歴史に触れ、まるで世
界を旅しているかのような感動
が体験できます。

７月19日㈯～８月31日㈰
一般300円、小中学生150円

東近江大凧会館
050-8034-1140　 0748-23-1860

毎週水曜日、22日㈫

「万国凧覧会」「万国凧覧会」

夏休み特別企画夏休み特別企画

「なんめんよしこ新聞紙アニマルアート展「なんめんよしこ新聞紙アニマルアート展
＋みんなで作った大きな魚」を開催＋みんなで作った大きな魚」を開催

　頭からしっぽの先まで、新聞紙や障子紙で作られた動物たちが
やってきます。地域の皆さんに１匹 1 匹作っていただいた紙の
魚を合体させた、大きな魚も展示します。

永源寺図書館　永源寺図書館　 050-5801-8050　 0748-27-8090
愛東図書館　 050-5801-2266
湖東図書館　 050-5801-2300　 0749-45-3343

日程：７月５日㈯～８月10日㈰

※ 作品は３会場に分けて展示するため、途中で作品が
入れ替わります。

埋蔵文化財センター
ホームページ
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ゲートキーパー市民講座
受講生

　ゲートキーパーとは、悩みのある人に
気づいて声をかけ、話を聞いて（傾聴）
適切な機関や支援者につなぎ、見守る
人のことです。専門職だけでなく誰もが
なれる役割です。ゲートキーパーを一人
でも多く増やすため、市民講座を開催
します。

７月14日㈪13：30～15：00
市役所313会議室（新館３階）
18歳以上の市内在住・在勤者
30人
７月７日㈪までに申込み

フォームまたは電話で申し
込んでください。

健康推進課
050-5801-5646　 0748-24-1052

防災・減災のつどい

■事例発表　発表者：八日市南高等学校の生徒
■講演　　  講師：防災士 増田晶子さん

７月４日㈮19：00～20：45
八日市文化芸術会館
７月３日㈭までに申込み

フォームまたは電話、ファク
スで申し込んでください。

防災危機管理課
050-5801-5617　 0748-24-0752

布引プール夏季イベント
参加者

❶夏休み短期教室
7月21日㈷～25日㈮、7月28日㈪～8月1日㈮

　12：30～13：25　※水曜日は休館日
幼児（３歳以上）～小学６年生
各50人（一般40人・スクール生10人 )
一般：6,600円、スクール生：5,280円
各日程の１週間前までに電 話または

窓口で申し込んでください。
❷水の安全 DAY

7月13日㈰12：30～13：30
小学生以上

※  小学１年生～３年生は保護者同伴
　スクール生で17級以上の人は１人で参
　加可能

30人
無料　※施設利用料は必要です。

❶❷共通
布引プール　☎0748-25-0045　

手話体験講座  公開講座
「聴覚障害者と災害」

　災害が起こった時、聴覚に障害のあ
る人に対してどのような支援が必要かを
聴覚に障害のある講師が講演します。
手話通訳がつきますので、どなたでも
受講していただけます。

７月８日㈫10：00～11：00
能登川コミュニティセンター
市内在住、在勤者
不要。要約筆記が必要な

人は７月３日㈭ まで に 障 害
福祉課に連絡してください。

障害福祉課
050-5801-5640　 0748-24-5693

無料予約制
令和７年度　空家相談会

　空家の相続および財産管理、売買・
賃貸、税に関する相談に司法書士など
の各種専門家が無料で応じます。

８月30日㈯13：00～16：00
　（相談時間は、１組50分）

市役所東Ａ会議室（東庁舎）
市内にある空家の所有者または管理

者（今後、空家を所有または
管理する予定の人を含む。）

６人（組）（申込み先着順）
固定資産税納税通知

書など、建物や土地の情
報が分かるもの

７月７日㈪から24日㈭まで
※土・日曜日および祝日を除く。

一般社団法人東近江市住まい創生
センター
☎0748-56-1574（平日８：30～17：15）

0748-20-2887

第23回東近江医療圏

がん診療公開講座　受講生

　乳がん、頭頸部がんおよび膵がんな
どの各専門の医師が治療や予防などに
ついて講演されます。

７月26日㈯13：30～15：40（13：00開場）
東近江総合医療センター（五智町）
200人　
滋賀医科大学医学部附属病

院医事課
077-548-3625
077-548-2815

子育て支援事業  参加者　

❶のびのび親子の教室
　「赤ちゃんといっしょ」
　お母さん同士や保育士・栄養士と一緒
に、自我が芽生える時期の子どもとのか
かわり方を学び合います。

Ａコース： ８月20日、27日、９月３日、10日
                      いずれも水曜日
　Ｂコース： ８月21日、28日、

９月４日、11日
                      いずれも木曜日
※ 各コース全４回、いずれも

10：00～11：30
市内の令和６年８月から令和７年２月

生まれの子とその母親
各コース10組
７月15日㈫から８月15日

㈮までに申込みフォームか
ら申し込んでください。
❷おひさま広場
　双子、三つ子など多胎児育児の情報交
換や交流を行います。

７月15日㈫10：00～11：30
市内の未就学多胎児と保護者、多胎

児妊婦
❸親子であ・そ・ぼ♪
　ふれあい遊びや、季節のうた遊びな
ど親子で楽しめる遊びがいっぱいです。
コース 開催日時

０歳 ８月８日㈮10：00～11：00

１歳 ８月22日㈮10：00～11：00

２歳～ ８月29日㈮ 10：00～11：00

市内の未就園児とその保護者
各コース16組　※託児はあ

りません。
水分補 給のためのお茶か

水、着替え（汚れたときのため）
７月10日㈭から

❹能登川子育て支援センターつどいの
広場　

７月３日㈭、11日㈮、18日㈮、25日㈮
※ いずれも10：00～15：00（時間内は出入り自由）

やわらぎホール（３日、11日）
　能登川コミュニティセンター（18日、25日）

市内の未就学児とその保護者
水分補給のためのお茶か水

❶～❸共通
保健子育て複合施設ハピネス２階

❶～❹共通
子育て支援センター

050-5801-1135　 0748-29-3899

ファミリー・サポート・センター
協力会員養成講座　受講生

　育児の支援ができる人（協力会員）
を養成する講座です。（全２日間受講、
子育てサポーター養成講座と合同）

８月４日㈪９：40～16：00
　８月５日㈫９：40～14：30

保健子育て複合施設ハピネス２階
協力会員になりたい人（託児が必要

な場合は、事前に申し込んでください。）
筆記用具、写真入りの本人確認書類
７月28日㈪まで

ファミリー・サポート・センター
050-5801-1135　 0748-29-3899

10月開講テクノカレッジ
　受講生

　テクノカレッジ（高等技術専門校）で
の職業訓練の受講生を募集します。

学科 募集人数
ＩＣＴ技術科（１年間）    15人
住環境施工科（６カ月） 10人
総合実務科（知的障害のある人） ５人

ハローワークに求職の
申 込 み をしている人で、
就職に必要な知識・技能
を身に付けたい人

７月７日㈪から８月14日
㈭までにハローワーク（公共職業安定所）
に申し込んでください。

受講料無料（テキスト代・
作業帽代・作業服など別途
必要）

テクノカレッジ草津　
☎077-564-3296

     鈴鹿の森魅力発見シリーズ昆虫編

　ライトで虫を集め、夜行性の昆虫（蝶
や蛾など）を観察します。

７月27日㈰18：00～21：00
木地師やまの子の家（集合・解散：市役

所新館または永源寺支所）
小学生以上（高校生以下は保護者同伴）
15人（申込み先着順）　
懐中電灯、あれば虫あみ
７月18日㈮までに、申込

みフォームで申し込んでく
ださい

森の文化推進課
050-5802-9951　 0748-24-1457

今月の相談今月の相談 市民生活相談課
050-5801-5616　 0748-24-0217

相談項目 相談日 相談時間 相談場所
法律相談

（電話予約制）
※ 弁護士による

相談一人30分
年１回限り。

８日㈫

13：00～16：00

１日㈫9：00から
※ 直通電話で受付
（先着６人）

050-5801-5616
市民生活相談課

（市役所新館１階）
（電話予約制）

15日㈫ ８日㈫9：00から

22日㈫ 15日㈫9：00から

登記・相続相談
※  司法書士によ

る相談
18日㈮ １日㈫9：00から

　相談日の前日まで

行政相談
※行政相談委員
　による相談

（当日受付）

15日㈫ 10：00～12：00 五個荘支所１階相談室

16日㈬ ９：30～12：00 市民生活相談課（市役所新館１階）

17日㈭ 10：00～12：00 湖東支所１階相談室

22日㈫ ９：00～11：30 蒲生支所２階202会議室

８月７日㈭ ９：30～12：00 能登川コミュニティセンター２階多目的室１

一般相談 月～金曜日
（祝日を除く。）

9：00～12：00
13：00～16：00

市民生活相談課（市役所新館１階）
相談電話　 050-5801-5616

消費生活相談 月～金曜日
（祝日を除く。）

9：00～12：00
13：00～16：00

消費生活センター（市民生活相談課内）
相談専用電話　 050-5801-5659

人権・男女共同参画課　 050-5801-5620　 0748-24-0217

特設人権相談
17日㈭ 13：00～16：00

（受付15：30まで）
市役所111会議室（新館１階）

８月７日㈭ 市役所111会議室（新館１階）

やすらぎ相談
10日㈭、25日㈮

９：15～12：30 市役所新館会議室 ※予約が必要です。
８月７日㈭

長寿福祉課　 050-5801-5645　 0748-24-1052
家族介護者の会　介護者の悩み相談、リフレッシュの場（予約不要）

ミモリの会 ９日㈬ 10：00～11：30
市役所111 会議室( 新館１階）

介護の息抜きにお越しください。

ほっとミルク 16日㈬ 13：00～15：00
能登川コミュニティセンター３階多目的室４

介護についての情報交換や学習、茶話会

ほほえみ
４日㈮

9：30～12：00
能登川コミュニティセンター３階多目的室４

介護についての情報交換や学習、茶話会８月１日㈮

カタクリの会 24日㈭ 10：00～12：00
永源寺コミュニティセンター

介護の合間に悩みや思いを話しましょう。

コスモスの会 29日㈫ 10：00～12：00
湖東コミュニティセンター別館

介護の悩み相談、小物づくり、お茶会
成年後見制度の利用に関する相談（市委託事業）

東近江市権利擁護サポートセンター
NPO法人まちの相談室よりそい 月・火・水・金曜日  9：00～17：00 　 050-8036-0252

　☎0748-56-1085

お仕事探し相談 月～金曜日
（祝日を除く。） ９：30～15：30

商工労政課
050-5802-9540　 0748-23-8292
市役所内会議室（１相談日4人まで）

※相談希望日前日までに電話で申し込む。

子ども・ＤＶに
関する相談

月～金曜日 8：30～17：15 こども相談支援課
050-5802-3275    0748-23-7501

・ぎゃくたいほっとライン ☎0748-24-5687
・子ども電話相談　☎0748-24-1111

※ 上記以外で夜間・休日、緊急の
場合は、189（児童相談所全国共
通ダイヤル）にかけてください。

夜間・休日
お薬相談窓口

夜間 21：00～９：00 東近江薬剤師会 ☎0748-78-0939
薬剤師が夜間・休日に薬の困りごとに答えます。休日 終日

看護職のための
出張就職相談窓口

毎月第１月曜日 10：00～13：00 ハローワーク東近江
滋賀県ナースセンター ☎077-564-9494

障害年金相談会
※ 社会保険労務

士による相談
22日㈫ 13：00～16：00

市役所新館1階相談室
無料年金相談会　代表　藤田由紀子

☎077-548-8142（10：00～17：00）

申込みフォーム

市ホームページ

申込みフォーム

申込みフォーム

申込みフォーム

テクノカレッジ
ホームページ

東近江市
住まい創生センター

ホームページ
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お知らせお知らせ

マイナンバーカード

■マイナンバーカードの休日窓口
７月13日㈰９：00～12：30（最終受付12：15）

※ 時間外通用口からお越しください。
◆カードの受取（要予約）
※予約枠には上限があります。
※ 予約方法は、カードの出来上がりをお知

らせする案内チラシを確認してください。
◆カードの交付申請や相談（予約不要）

・申請
・ マイナンバーカードと健康保険証のひ

も付け・公金受取口座の登録
・ 電子証明書の更新、暗証番号再設定など

市民課
050-5801-8295  　 0748-23-6600

東近江警察署からのお知らせ

■夏休みにおける少年の非行・犯罪被
害防止と有害環境の浄化
　毎年、夏休みで自由な時間が増える
この時期は、飲酒や喫煙、深夜徘徊な
どで補導される子どもたちが増えてい
ます。生活リズムの乱れは非行につな
がるサインです。「服装や態度が変わっ
た」、「帰る時間が遅くなった」、「夜中
に出掛けていく」といった変化には要
注意。保護者をはじめ、地域の皆さん
で子どもたちをしっかりと見守りま
しょう。特に深夜 (23：00 ～５：00) の
徘徊は補導の対象です。深夜に徘徊す
る子どもを見かけたら警察に通報して
ください。
　また、スマートフォンアプリを通じ
て犯罪に巻き込まれる子どもが増えて
います。子どもが使うスマートフォン
には必ず閲覧制限や利用時間制限をし
ておきましょう。

東近江警察署　☎0748-24-0110

市民ギャラリー

■かたえくぼサロン　コキアホウキ（元
気サロンしなし　かたえくぼ）

７月１日㈫～11日㈮
■湖東俳句クラブ展（湖東俳句クラブ）

７月15日㈫～25日㈮
■暮らしの水彩画（才脇真弓さん）

７月29日㈫～８月８日㈮
■共通

市役所ロビー（本館１階）
生涯学習課
050-5801-5672　 0748-24-1375

第75回社会を明るくする運動

　７月は、「社会を明るくする運動～犯
罪や非行を防止し、立ち直りを支える
地域のチカラ～」の強調月間です。
　犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、すべて
の国民がそれぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会
を築きましょう。

福祉政策課　
050-5801-0945　 0748-24-5693

スマホの使い方個別相談会

７月24日㈭13：00～15：00（一人30分）
ショッピングプラザ アピア４階　

みんなの広場（八日市浜野町）
自分のスマートフォン
ＤＸ推進課
050-5802-9019　 0748-24-5560

東近江市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会

　10月19日㈰執行予定の東近江市議会
議員一般選挙の立候補予定者説明会を
開催します。

８月12日㈫10：00～12：00
市役所317～319会議室（新館３階）
立候補予定者１人につき３人まで
選挙管理委員会事務局
050-5801-5600　 0748-24-0752

東近江市自治会連合会
令和７年度の役員

会　長　　古澤貞夫　（平田地区）
副会長　　梅原隆司　（建部地区）

田中和夫　（永源寺地区）
　各地区の自治会連合会の会長は、以
下のとおりです。 （敬称略）

氏名 地区

古澤貞夫 平田

木田行男 市辺

布川茂 玉緒

西村一也 御園

梅原隆司 建部

饗場順一 中野

清水道治 八日市

加納重臣 南部

田中和夫 永源寺

上田信一郎 五個荘

清水雅昭 愛東

村田喜昭 湖東

南部安賢 能登川

北川智之 蒲生

まちづくり協働課
050-5801-5623　 0748-24-5560

ものわすれ相談室

　タッチパネル式の機器を使い、もの
わすれ度合いの判定やチェックシートを
使った生活の状況の確認などをします。

７月24日㈭10：00～12：00
※事前予約制

五個荘地域包括支援
センター

地域包括支援センター
050-5801-5641　 0748-24-5693

夏の交通安全県民運動

　これからの時期は夏季の行楽シーズ
ンに向けて交通量が増加するほか、夏
休みに伴い自宅周辺などで子どもたち
の活動が活発化します。一人一人の交
通安全意識を高めることで、交通事故
を未然に防止しましょう。

７月15日㈫～24日㈭
■運動の重点目標
① 子どもをはじめとする歩行者の安全の確保
② 自転車・特定小型原動

機付自転車利用時のヘ
ルメット着用と交通ルー
ル遵守の徹底

③ 飲酒運転・ながら運転
などの危険運転の根絶

④横断歩道利用者ファースト運動の推進
市民生活相談課
050-5802-8484　 0748-24-0217

し尿収集業務のお休み

７月
５日㈯、６日㈰、12日㈯、13日㈰
19日㈯、20日㈰、21日㈷、26日㈯
27日㈰

■八日市、永源寺、五個荘、能登川、蒲生 
クリーンぬのびき広域事業協同組合
☎0748-23-0107

■愛東、湖東
クリーンライフ湖東有限責任事業組合
☎0749-35-5205
生活環境課
050-5801-5633 0748-24-5692

農地台帳に関する調査

　農業委員会では、農地の保有や利用、
貸借などに関する状況を確認するため、
農地台帳に関する調査
を行っています。
　農地の所有者または
耕作者に調査票を送付
しますので、持参また
は郵送で提出してくだ
さい。
■提出期限

８月29日㈮（消印有効）
■提出先

農業委員会事務局または各支所
農業委員会事務局
050-5801-5682　 0748-23-8291

ヒトパピローマウイルス（HPV）
感染症予防接種

　平成21年４月２日から平成22年４月１
日までに生まれた女性は、ヒトパピロー
マウイルス感染症予防接
種を無料で接種できる最
後の年度になります。予
防接種を３回打ち終える
までに通常６カ月かかり
ます。接種を希望する人は早めに受けて
ください。

平成21年４月２日から平成22年４月１
日までに生まれた女性

令和８年３月31日㈫まで
市内にある市指定医療

機関
※ 市外の医療機関によっては、事前に申

請が必要な場合があります。
※ 県外で接種する場合は、手続に２週間

程度かかります。
母子健康手帳、マイナンバーカードな

どの本人確認ができるもの
健康推進課　
050-5801-5646　 0748-24-1052

平和祈念滋賀県戦没者追悼式

　戦没者および戦災死没者に対して追
悼の誠をささげるとともに、恒久平和
を祈念するため、平和祈念滋賀県戦没
者追悼式を開催します。

８月30日㈯10：00～15：00
※午前・午後の２部開催
　（途中昼休憩あり）

滋賀県立文化産業交流会館
  （米原市下多良）

 100人 ※応募多数の場合は抽選
７月31日㈭まで（消印有効）にハガ

キ、ファクスまたは
メールで郵便番号、住
所、氏名、年齢、電話番
号を記入の上滋賀県庁
健康医療福祉部健康福
祉政策課宛に申し込んでください。

滋賀県庁健康医療福祉部健康福
祉政策課
ハガキ：〒520－8577（住所不要）
☎077-528-3514　 077-528-4850　
メール：ea0003@pref.shiga.lg.jp

令和７年７月１日発行
（通巻246号）

■編集・発行　東近江市企画部広報課
〒527-8527
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（代表）☎0748-24-1234
050-5801-1234

（直通）☎0748-24-5611
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https://www.city.higashiomi.shiga.jp/

■広報ひがしおうみ配布のご案内
毎月１日に新聞折込で配布していま

す。市内の公共施設などに設置してい
るほか、市ホームページ
でも閲覧できます。　　
　また、広報紙への感
想も募集しています。市
ホームページのフォーム
から投稿してください。

■本市の人口（令和７年６月１日）
人口：110,988人（－13）
男性：55,549人（+22）
女性：55,439人（－35）
世帯数：47,820世帯（＋54）
※（　）内は前月比

■編集後記
私の好きな言葉に「適当」という言葉があ

ります。適当には、物事の度合いがちょうど
よい・ほどよいという意味があります。しかし、
いい加減という意味もあり、否定的な意味
で使われることもあります。私は、肩肘を張
らず、いい加減でもよいと思いながら、ちょ
うどよくなるように過ごしています。（山）

投稿フォーム

広

告

有

料

毎月第❸日曜日は
家族ふれあいサンデー
　詳しくは市ホーム
ページを確認してく
ださい。

市ホームページ生涯学習課
050-5801-5672 0748-24-1375

７/20㈰

市の指定医療機関
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日時  7月26日㈯ 18：45
　江州音頭発祥の地である東近江市で踊り手のカラフルな浴衣が会場を彩り、江州音頭の総踊りや打ち上げ花火などが行われます。
また、今年は本市の市制20周年を盛り上げるためドローンショーも予定しています。
キッチンカーなどによるフードパークもあり、東近江市の夏の風物詩として多くの人でにぎわいます。

聖徳まつり実行委員会 ☎ 090-6601-8413（専用ダイヤル）問合せ

蒲生あかね夏祭り実行委員会（事務局：蒲生地区まちづくり協議会）
☎ 0748-55-0207

問合せ

日時  8月2日㈯ 18：00
場所  蒲生運動公園グラウンド

●ステージショー＆ミニ盆踊り
●お楽しみ夜店＆キッチンカー大集合
●協賛花火大会（20：40ごろ）

※天候不順の場合、花火のみ可能であれば20：00から、全面中止の場合は8月3日（日）に打ち上げます。

8月1日金 12：10〜12：50
市役所ロビー（本館１階）

広報課　　 050-5801-5611　　 0748-24-1457

　滋賀学園ジャズオーケストラ部
は、滋賀県唯一の高校生ジャズバン
ドです。「ジャズの甲子園」ともいわ
れる「Japan Student Jazz Festival」
や県内外のジャズフェスティバル、
地元のイベントに加え、昨年度は甲
子園球場でもジャズを披露されま
した。ジャズオーケストラ部による
演奏を公共建築百選である市役所
本館でぜひ鑑賞してください。

シティホールコンサートシティホールコンサート
滋賀学園ジャズ

オーケストラ部

第
53
回聖徳まつり2025

しょうとく

第
54
回蒲生あかね夏祭り

来場者数を
制限する場合が
あります。

場所  近江鉄道八日市駅前周辺

カタログポケット ＬＩＮＥマチイロ facebookInstagram

市公式ＳＮＳなどで
情報をお届け！
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